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Sugar Elite Kids 事務局 

⼦どもたちに⾛るよろこび、夢の実現の最短距離を伝える 

スペシャルイベント「Sugar Elite Kids」を 

⼤迫傑が全国各地で開催 
 
 ⽇本から世界で戦える選⼿を⽣み出す「Sugar Elite」では、このたび⼩学⽣・中学⽣を対象とした
「Sugar Elite Kids」を全国各地の地⽅⾃治体や公共団体と共同で開催することに致しました。 
「Sugar Elite Kids」は、参加者の⼦どもたちに対して「挑戦的な新しい選択肢を⽰す」「スポーツは⼈

⽣を豊かにすることを知ってもらう」ことをミッションとし、「チャレンジしながら楽しく学ぶ」をテ
ーマに、実際に⾝体を動かしながらのトレーニングスキル、また⼤迫傑⾃⾝が実践してきたトークレッ
スンを通して夢や⽬標を叶えるための考え⽅や知識などを学ぶイベントです。 
Sugar Elite Founder（発起⼈）である⼤迫傑が、東京オリンピック後に全国各地を巡り、⼩中学⽣に⾃

⾝の経験や信念を基に、⾛るスキルや、⽬標・夢を達成するために必要な考え⽅を伝えます。 
 

〈⼤迫傑コメント〉 
■なぜ、「Sugar Elite Kids」なのか 
陸上のスタートラインに⽴ったばかりの⼦どもの頃、その先をどんな⾵に⾛っていけばいいのか、ま

ったく分かりませんでした。もしあの頃、トップアスリートの話を聞けていたら、もっと早く⽬標に到
達できていたかもしれない、と思うことがあります。トップアスリートがトップであり続ける理由は、
ただ⾛るだけでなく、何のために⾛るのか、そもそも⾃分とは何かということを探求し続けていること
なんだ、と今なら分かります。そのことを、直接伝えてあげられたら、そして、ちょっとだけ背中を押
してあげられたら、夢への最短距離をみんなが⾛り出せるんじゃないか。かつて、⾃分がそうして欲し
かったことを全⼒でしたいと思っています。 
 

■なぜ、いま「Sugar Elite Kids」を開催するのか 
それは、成⻑期の⼦どもたちにとっては、⼀⽇⼀⽇が⼤切なチャンスだからです。新型コロナ禍で、

いろいろな活動が⾃粛されていますが、いまこうしている間にも、⼦どもたちの未来がどんな⾵になっ
ていくかの分岐点が続いています。⼤⼈にとっては、今年できなくても来年に、ということで済むこと
もあるかもしれません。しかし、⼦どもたちの成⻑にとっては今がとても⼤切です。だからこそ、この
タイミングで「Sugar Elite Kids」を企画しました。 
 

開催都市や⽇時が決まりましたら、Sugar Elite 公式ホームページにてお知らせ致します。 
Sugar Elite 公式ホームページ：https://sugarelite.jp/ 
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■イベント概要 
⽇ 程：2021 年 8⽉下旬〜9 ⽉（現在⽇程調整中） 
会 場：全国各地（8-10都市を予定） 
対 象：①⼩学校 4-6年⽣ ②中学校 1-3年⽣ 
定 員：各回 30名（応募者多数の場合は抽選） 
参加料：無料 
内 容：①フィジカルレッスン ②トークレッスン ③質疑応答 
新型コロナウィルス感染状況や荒天、地震、災害等により予定が変更となる場合がございます。 
 
■参加申込⽅法 
公式ホームページ内の Sugar Elite Kidsページよりお申込下さい。開催が確定した都市より順次応募を
開始致します。 
https://sugarelite.jp/pages/kids 
 
■運営体制 
主 催：Sugar Elite 
共 催：全国地⽅⾃治体、公共団体等 
 
■Sugar Elite とは 

 
プロマラソンランナー⼤迫傑が 2020 年に⽴ち上げた、⽇本から世界で戦える選⼿を⽣み出していくこ

とを⽬的としたプロジェクト。新しい挑戦を続けることで陸上界に新しい価値観を⽣み出し、固定観念
を変えていく。陸上を始める⼦どもたちが、今よりもっと明るい未来を⽣きられるように、多くの⼈た
ちと⼿を取り合って、⽇本の陸上界の明⽇を創っていきたい。そうした想いを具現化するために、
「Sugar Elite」は発⾜しました。 

 
■Founder  プロマラソンランナー ⼤迫傑 
中学校で本格的に陸上競技を始め、駅伝の強豪校⻑野県の佐久⻑聖⾼校に進学。⾼校 2 年

⽣の時に全国⾼校駅伝の最終 7 区で区間賞を獲得し、チームの初優勝に貢献。3 年⽣では

1 区間賞を獲得。その後、早稲⽥⼤学へ進学し箱根駅伝では 2 回の区間賞を獲得、2013 年

モスクワ世界選⼿権 10000m 代表にも選出される。卒業後は⽇清⾷品グループに⼊社し、

2015 年元旦のニューイヤー駅伝で 1 区区間賞を獲得する。同社を 3 ⽉で退社し、かねてか

ら練習拠点であったナイキ・オレゴン・プロジェクト（アジア⼈史上初）へ正式に加⼊。 

現在はナイキに所属しプロランナーとして活動中。東京五輪男⼦マラソン代表。 

Sugar Elite Vision 
-世界でメダルを取れる選⼿を⽣む 
-陸上のブランド価値を⾼める 
-陸上・スポーツの社会的意義を広める 



 

〈本件に関するお問い合わせ先〉 
Sugar Elite Kids 事務局 担当：髙⽊ 

E-MAIL：event@sugarelite.jp 
 

■賛同者コメント 
 

 

 
 

 
 
 

 

 
 
 

⽇本の男⼦マラソンを牽引する⼤迫傑選⼿の次世代へのレガシー活動に同じマラソンラ

ンナーとして賛同いたします。 

⼦供の頃に現役トップ選⼿の指導を受ける稀なチャンスだと思います。 

貴重な体験となることでしょう。 

次世代の健康増進はもちろんのこと、⼦供たちが将来、野球選⼿やサッカー選⼿を⽬指

すように彼らに陸上競技でも将来の⽬標や憧憬を持ってもらえますように！ 

また、⼤迫選⼿と同世代の選⼿たちにも陸上競技・マラソン普及の意識が浸透しますよ

うに私も応援していきたいと思います。  

瀬古利彦（元マラソンランナー） 
 

⾃国開催のオリンピック直後は選⼿が最も注⽬され、メディアやイベントなどにも引っ

張りだことなり、プロ選⼿にとっては⾃⼰をPRする⼤切な時期です。そんな時に次世

代の⼦どもたちが⽬標や夢を叶えるため、またスポーツの発展のために⾃ら⽴ち上げた

プロジェクトに時間を使うことは容易ではありません。メダルを獲ったらなおさらなこ

とでしょう。⼤迫選⼿の熱い気持ちやスポーツに対する深い思いが伝わってきます。 

私⾃⾝もスポーツを通じて次世代育成やより多くの⽅が健康になってもらえるよう活動

を続けています。⼤迫選⼿の思いに少しでも応えられるよう、また普段私が活動をさせ

てもらっている地域に産官学でご協⼒いただくことでスポーツの価値をより拡げていき

たいと思います。 

朝原宣治（北京五輪・陸上男⼦ 4×100m リレー銀メダリスト） 

トップアスリートとして活躍することを⽬指して活動することは、勝率の⾮常に低いギ

ャンブルのようなものです。しかし、⽇本の歴史上最も優れたマラソンランナーであ

り、⾼校、⼤学、社会⼈、プロと全てのカテゴリーで成功を収め、トラックから駅伝、

マラソンと⻑距離⾛で⽇本最⾼レベルの結果を出し続ける⼤迫傑選⼿から、その⾛りの

ノウハウ、アスリートとして⽣きる考え⽅を学べる機会は、皆さんのアスリートとして

の⼈⽣の勝率を確実に上げ、地図の無い⽬的地への道のりに、詳細な地図を与えてくれ

ると思います。ここから多くのジュニアランナー達が⼤きな夢を叶える姿を⾒届けた

い、その思いでこの活動を全⼒で応援させて頂きます。全国のジュニアの皆さん世界へ

の最短距離を進みましょう。そしてスポーツを⼤きな武器にして豊かな⼈⽣を⼿に⼊れ

ましょう！ 

武井壮（タレント/⽇本フェンシング協会会⻑） 
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■賛同者⼀覧 
⾼橋尚⼦（元マラソンランナー） 
野⼝みずき（元マラソンランナー） 
両⾓速（東海⼤学陸上競技部⻑距離・駅伝監督） 
原晋（⻘⼭学院⼤学陸上競技部⻑距離ブロック監督） 
渡辺康幸（住友電気⼯業株式会社陸上競技部監督） 
酒井俊幸（東洋⼤学陸上競技部⻑距離部⾨監督） 
相楽豊（早稲⽥⼤学競争部駅伝監督） 
横⽥真⼈（TWOLAPS TRACK CLUB代表） 
太⽥雄貴（国際フェンシング連盟副会⻑） 
本⽥直之（レバレッジコンサルティング株式会社 代表取締役社⻑） 
裙本理⼈（セルソース株式会社 代表取締役社⻑CEO） 
 
【現役陸上選⼿】 
佐藤悠基（SGホールディングス） 
川内優輝（プロランナー） 
新⾕仁美（積⽔化学） 
寺⽥明⽇⾹（ジャパンクリエイト） 
鎧坂哲哉（旭化成）  
村⼭謙太（旭化成） 
村⼭紘太（GMOインターネットグループ） 
神野⼤地（セルソース）  
相澤晃（旭化成） 
吉⽥祐也（GMOインターネットグループ） 
⽥中希実（1500m/3000m ⽇本記録保持者） 
 

服部勇⾺（トヨタ⾃動⾞/東京五輪男⼦マラソン代表） 

Sugar Elite Kids Project に微⼒ながら協⼒をさせていただきます。 
未来ある⼦供たちの為へ、これまで培ってきた経験やスポーツの魅⼒を
⼤迫選⼿と共にお伝えできればと思います。 
陸上競技、マラソンが今回のイベントを通じて、社会に貢献できる⾜掛
かりとなれば幸いです。 
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■Sugar Elite Kids Photos 
フィジカルレッスン 

 
 

トークレッスン 

 
 
質疑応答 

 
 


